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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
、
経
済
や
生
活
な
ど
の
様
々
な
分
野

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
、

観
光
業
や
飲
食
業
な
ど
を
中
心
と
し
た
商
工
業
者

の
皆
様
や
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
な
ど
に
対
し
、

様
々
な
支
援
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
町
内
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、
で
き
る
限
り
早
期
に
接
種
を
開
始
し
、
希
望

さ
れ
る
方
が
速
や
か
に
接
種
で
き
る
体
制
を
整
え

る
考
え
で
す
。

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
明
る
い
話
題
も
あ
り

ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
地
元
横
田
高
校
出

身
選
手
６
名
が
、
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表
選
手
と
し

て
活
躍
し
、
大
変
誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

高
校
生
や
中
学
生
な
ど
も
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
活
躍
を
し
て
お
り
、
こ
の
中
か
ら
更
な
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

そ
し
て
、
11
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
第
23

回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
の

国
際
総
合
部
門
に
お
い
て
、
奥
出
雲
仁
多
米
株
式

会
社
の
「
お
い
し
い
仁
多
米
を
つ
く
る
会
」
の
コ

シ
ヒ
カ
リ
が
５
年
連
続
11
回
目
の
金
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
仁
多
米
が
品
質
の
高
い
良
質
米
で
あ
る

こ
と
を
、
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
７
、
８
月
の
豪
雨
で
は
、
町
内
で

も
数
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

住
宅
な
ど
に
堆
積
し
た
土
砂
や
倒
木
の
除
去
に
つ

い
て
、
独
自
の
支
援
金
を
創
設
し
、
ご
活
用
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
防
災
力
の
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
被
災
時
の
災
害
復
旧
に
取
り

組
み
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

次
に
、
畜
産
振
興
に
つ
い
て
で
す
。

今
年
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
が
鹿
児
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
７
月
の
最
終
選
抜
会
に
向

け
、
候
補
牛
の
地
域
内
保
留
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。
島
根
和
牛
の
主
産
地
と
し
て
、
質
の
高
い

奥
出
雲
和
牛
の
持
続
的
な
生
産
体
制
の
確
立
と
生

産
農
家
の
支
援
を
図
っ
て
き
ま
す
。

次
に
、
Ｊ
Ｒ
木
次
線
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車
奥
出
雲
お
ろ

ち
号
が
、
令
和
５
年
で
運
行
終
了
す
る
と
発
表
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
島
根
県
や
沿
線
自
治
体
な

ど
が
参
加
す
る
「
木
次
線
観
光
列
車
運
行
検
討

会
」
で
、
「
お
ろ
ち
号
」
に
代
わ
る
新
た
な
観
光

列
車
の
整
備
を
中
心
に
議
論
し
ま
す
。

次
に
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
。

住
民
主
体
の
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
で
は
、

地
域
防
災
活
動
を
は
じ
め
、
買
い
物
や
サ
ロ
ン
の

開
催
な
ど
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

こ
の
よ
う
な
住
民
主
体
の
活
動
を
支
援
し
、
自

助
・
互
助
・
共
助
・
公
助
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
年
も
、
奥
出
雲
町
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
の

英
知
を
結
集
さ
せ
、
「
つ
な
が
り
で
築
く
幸
せ
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち　

奥
出
雲
町
」
を
め
ざ
し

て
、
誰
も
が
幸
せ
を
実
感
で
き
、
こ
の
町
に
愛
着

と
誇
り
が
持
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
一
層
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

みんなで人権について考えよう「人権標語・イラスト」優秀作品を表彰
人権意識の高揚と啓発を図るため、奥出雲町人権教育推進協

議会では毎年、人権標語と人権イラストを募集しています。
今年は、標語８６９点、イラスト３４点の応募があり、１２月４日、横

田コミュニティセンターで表彰式が行われました。各部門の最優
秀作品は右記のとおりです。
表彰式終了後には、身近な場面において、一人一人の違いを

尊重して仲良く生活するために必要なことについて考える研修会
を実施しました。

【標語の部】

飯塚　咲采さん（布勢小６年）
　『個性の花　
　　　　みんな集めて　花束に』

【イラストの部】
今年度は該当作品はありませんでした。

いいづか　　　さあや

令和３年度  おくいずも
子育て応援事業所を認定

町では仕事と子育ての両立を応援する事業所を「おくいずも
子育て応援事業所」として認定する制度を平成27年から実施し
ています。今年度は、横田蔵市が認定され、勝田町長から認定証
が手渡されました。
横田蔵市では、子育て世代が、学校行事などに参加するため、

休暇を取得しやすい職場づくりや職場全体で時間外労働の削
減に努められています。
また、小学生の社会科見学

や中学・高校生の職場体験
の受け入れ、一人暮らしの
高齢者向け健康教室への
場所提供など地域貢献活
動に積極的
に取り組ま
れ て い ま
す。

松﨑　幸二さん（八川）
松﨑さんは、平成９年から２期７年５ヶ月に亘り横

田町議会議員を、平成１７年から１期４年に亘り奥出
雲町議会議員を務められ、その間、横田町議会副議
長、産業建設常任委員会委員長などを歴任され、地
方自治の振興と住民福祉の向上に貢献されました。
また、平成の大合併と言われた市町村合併に際し

て、横田町議会市町
村合併調査研究特
別委員会委員、横
田町議会市町村合
併推進調査特別小
委員会委員として、
平成１７年３月の仁
多町との合併に尽
力されました。
これらをはじめと

する多数の功績によ
り、この度叙勲の栄
に浴されました。

高齢者叙勲　旭日単光章

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

奥
出
雲
町
長
　
勝  

田  

康  

則
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〈功労分野〉農林水産　杠　隆夫さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（横田）

〈功労分野〉地方自治　村尾　明利さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（馬木）

平成17年から通算4期16
年に亘り、奥出雲町議会議員
を務められた村尾明利さんが
受賞されました。村尾さんは、
総務文教常任委員会委員長
や教育福祉常任委員会委員
長などを歴任され、地方自治
の発展に尽力されたことが評
価されました。　

平成3年から通算29年の永きに亘
り、島根県指導農業士を務められた
杠さんが受賞されました。杠さんは、ト
ルコギキョウ栽培を先進的に導入し、
三井野原の生産者に指導を行うなど
花卉栽培技術の向上に努められまし
た。また、新規就農者への栽培技術
の相談や農業機械の貸出を行うなど
の功績が評価されました。

令和３年度島根県各種功労者表彰
この賞は、各分野で県勢の発展に大きな貢献があった方を島根県知事が表彰するもので、本町から次の方が受賞

されました。


